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安
全
上
の
ご
注
意

●火災・感電・けが・やけどの原因になります。

●油煙が多く出たら電源を切る
●鍋はIHヒーターの中央に置く
●必ず「揚げ物」キーを使用する P.16、17
手動によるお好みの火力では揚げ物調理をしないでください。油の温度を適正にコントロールできない
ため、油が過熱され発火するおそれがあり、火災の原因になリます。

●揚げ物調理の際、油は炎がなくても発火のおそれがあります揚げ物調理は
●揚げ物調理中はそばを離れない
●指定の鍋以外は絶対に使わない P.10
指定の鍋以外を使用すると温度調節機能が正しく働かないことがあり、火災の原因になります。

●フライパンは使わない
●油は200g（220mL）未満、また、深さ1cm未満では調理しない
油は200g（220mL）～800g（880mL）の範囲で、鍋の深さや調理物に応じて調理してください。油量が少な
いと、油が過熱され発火するおそれがあります。また油量が多過ぎると、あふれてやけどや火災の原因になります。

●鍋底が変形したものは使わない
●鍋底やトッププレートに汚れがこびりついたまま使わない

トッププレートの上は

使用中（調理中）・使用後は
●市販の汚れ防止シート（電磁調理器カバー）※を使わない
鍋の温度が正しく検知できず、発火のおそれがあります。

※トッププレートの上にのせて、その上で調理をすることでトッププレートの汚れを防ぐものです。
●使用中や使用後しばらくはトッププレートやグリルドアおよびグリル庫内などの高温部に触れない
●鍋・鍋の取っ手などの高温部に触れない
●いため物・焼き物など、少量の油を入れて予熱するときや、予熱の後で油を入れて調理
するときは、そばを離れたり、加熱し過ぎない
使用する油の量が少ないため油温が急激に上がり、発火するおそれがあります。加熱し過ぎないよう火力を
こまめに調節してください。

●トッププレートの上に乗ったり、物を落としたり、衝撃を加えない、ひびが入ったり割れた場合は使わない
万一ひびが入ったり割れた場合は、電源と専用ブレーカーを切って使用を中止し、すぐに修理を依頼してください。
煮汁などが入り火災・感電、けがの原因になります。
●トッププレートの上に鍋、やかん、フライパンなどの調理器具以外のものは置かない
下記のものは特に注意してください。誤って加熱した場合、火災や破裂してやけど・けがの原因になります。
・アルミ製容器やパック（うどん等が入った簡易容器）、
レトルトパック（アルミ箔を使用しているパック）、
紙パックやプラスチック製調理器（容器の内側に
アルミ箔を貼ったもの）、アルミ箔など

●トッププレートの光センサーの汚れや水などは、きれいにふき取る
　光センサーが汚れていたり、ぬれていると、鍋の温度が正しく検知できない場合があり、発火のおそれがあ
ります。

・カセットコンロ、ボンベ、缶詰など
・スプーンなどの金属製小物
・その他可燃物や引火物（まな板、ふきん、
紙、油など）

調理の際は
●加熱中や加熱後および再加熱の際は、鍋に顔を近づけたり、のぞき込まない
水などの液体やカレー・みそ汁・吸い物・牛乳などの煮物・汁物が突然沸とう（突沸）して飛び散
ったり、鍋が跳び上がることがあり、やけどやトッププレートが割れるおそれがあるため、加
熱中や加熱後および再加熱の際は鍋に顔を近づけたり、のぞき込まないようにしてください。

●調理するときは食材の加熱状態を均一にするため火力を弱めにし、よくかき混ぜる
加熱した水などの液体にインスタントコーヒーなどの粉末や牛乳などの液体を入れる場合も
火力を弱めにし、よくかき混ぜてください。

油量200g～800g

深さ１cm以上
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安全上のご注意 ※この機器は一般家庭用です。業務用にはお使いにならないでください。

お使いになる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、次の
ように説明しています。また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いください。

■ここに示した注意事項は

表示の例

警告

危険

注意

表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡また
は重傷を負うことが想定され
る」内容です。

この表示の欄は、「死亡また
は重傷を負う危険が差し迫
る」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負うこ
とが想定されるか、または物的損
害の発生が想定される」内容です。

してはいけない「禁止」内容です。

実行しなければならない「指示」内容
です。

「警告や注意を促す」内容です。

アース線を接続せよ

●火災・感電・けがの原因になります。

●火災・感電・けがの原因になります。

据付のときは

異常・故障時は

●アースを確実に取り付ける
アースの取り付けは、電気工事店また
は販売店にご相談ください。

●電源コードを傷つけたり、加工したり、無理
に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たば
ねたり、高温部に近づけたり、重いものを
のせたり、はさみ込んだりしない
●電源コードや電源プラグが傷んでい
たり、コンセントの差し込みがゆるい
ときは使用しない
●ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしない

●電源プラグはコンセントの奥ま
でしっかり差し込む
●電源プラグの刃や刃の取付部分に
ほこりが付着している場合はよくふく

●異常・故障時には、直ちに使用を中止し、すぐに専用ブレーカーを切り、お買い上げの
販売店へ点検・修理を依頼する
・電源スイッチを入れてもヒーターが作動しないときがある。 ・ビリビリと電気を感じる。
・焦げ臭いにおいがしたり、運転中に異常な音がする。 ・その他の異常や故障がある。
・トッププレートにひび割れがある。

分解禁止

本体は
改造はしない
修理技術者以外の人は分解したり、修理を行わない
修理はお買い上げの販売店または「ご相談窓口」 P　　　　   .51 に
ご相談ください。
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